
問 協働地域づくり推進課
　 ℡0193-42-8718

～人と人が集まり、出会いとつながりが～人と人が集まり、出会いとつながりが
　広がる中で生まれる「おもっせえ」おおつち～　広がる中で生まれる「おもっせえ」おおつち～

協働による地域・まちづくりを実践し、
人と人との出会いやつながりを生み出
している「おもっせえ」人や活動を紹
介します。みんなやっぺし協働！

【人口】 10,708 人（前月比−33人）   【世帯数】 5,278 世帯 （前月比−6 世帯）� （令和 5年12 月末現在）人 口 情 報

　今から 20 年ほど前に地区 PTA の子ども行事でたこ上げ大会
を行っていた。今回、町の会議での提案をきっかけに「復活」
という形で実現した。
　当日は、あまり風が無く、走り回らないとたこが上がらなか
ったが、今の子どもたちにもたこ上げの楽しさを知ってもらう
ことができたと思う。また来年も実施したい。

舞
い
上
が
れ
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吉
里
吉
里
の
空
へ

　
１
月
13
日（
土
）、澄
み
き
っ
た
吉
里
吉
里
の
空
に
、

多
く
の
た
こ
が
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
吉
里
吉
里
地
区
の
農
村
広
場
に
、
地
区

の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
約
１
０
０
人
が
集
ま

り
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
た
こ
を
持
っ
て
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
令
和
５
年
７
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
に
お
い
て
、「“
お
も
っ
せ
ぇ
大
槌
”
企
画
会

議
」
で
提
案
さ
れ
た
企
画
を
も
と
に
、
地
域
の
思
い

出
づ
く
り
や
世
代
間
交
流
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
持
ち
寄
っ
た
た
こ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
各
家
庭
や

公
民
館
で
地
域
の
人
に
教
わ
り
な
が
ら
手
作
り
し
た

も
の
で
す
。
自
分
の
好
き
な
絵
や
文
字
を
描
き
、
楽

し
み
な
が
ら
古
く
か
ら
の
日
本
の
遊
び
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
た
こ
を
最
も
高
く
上
げ
た
人
に
贈
ら

れ
る
「
高
度
賞
」
や
、
た
こ
に
描
か
れ
た
デ
ザ
イ
ン

や
ユ
ー
モ
ア
に
優
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
ア
イ
デ
ィ

ア
賞
」
が
、
小
学
校
低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
、

中
学
生
、
一
般
の
部
ご
と
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
張

り
切
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
そ
れ
を
見
守
る
大
人
た

ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」

「
高
く
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
大
満
足
。
大
人

た
ち
も
「
小
さ
い
頃
を
思
い
出
し
た
」
と
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
通
じ
て
世
代
を
つ
な
ぎ
、
楽

し
ま
せ
て
く
れ
た
た
こ
上
げ
大
会
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
住
民
主
体
の
“
お
も
っ
せ
ぇ
大
槌
”
の
取
り
組
み

の
輪
が
広
が
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

～
吉
里
吉
里
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区
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こ
上
げ
大
会
～

たこ上げ大会実行委員長　藤
ふじ
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